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研究テーマ（発表タイトル） 

私たちがつくるんじゃけ!～学生の力で「水辺のオープンカフェ」に元気を～ 

 

 

１．研究概要（目的・狙いなど） 

本研究の目的は、「知る」「行く」「広める」というサイクルを利用して「水辺のオープンカフェ」が再生するための提案を行うことであ

る。「水辺のオープンカフェ」は広島市が行う「水の都ひろしま構想」のひとつとして平成 17 年（2005 年）から始まった。年々店

舗数は増えているものの、一方で来客数は減少し続けている。我々は現地調査やインタビューを通して「水辺のオープンカフェ」の

可能性を体感した。多くの長所があるにも関わらずなぜ、来客数は減少しているのか。その要因を授業やゼミなどで学んだ経営戦

略やマーケティング、社会調査論などを用いて明らかにし、今回は京橋川を中心とする 5 店舗に焦点を当てて、打開策を提案す

る。 

２．研究テーマの現状分析（歴史的背景、マーケット環境など） 

広島市は、太田川の最下流部が６本の川に分かれたデルタ地帯に中国

地方の政治・経済の中枢機能が集積する都市である。デルタ地帯には

市街地に占める水面積の比率が 13％もあり、瀬戸内海の干潮によって

水位が変化する感潮河川という特徴がある。この特徴を有効活用しよう

と国・県・市が連携して平成 2 年から「水の都整備構想」を策定し、今回

我々が研究テーマとして扱う「水辺のオープンカフェ」はその構想の一部で

ある。その中でも、今回の調査対象の京橋川オープンカフェ（独立店舗

型）は、河川空間で民間事業者による常設店舗を設置した、全国初の取り組みでもある。京橋川オープンカフェは、河川緑地

を民間に開放し、オープンカフェとして活用することで、水辺におけるにぎわいの創出を目指している。また、これを契機に、これまで

つながりが希薄であった水辺と市街地との一体化を促進することも狙いの一つとしている。しかし、上記のグラフ 1 を見ると店舗は

計画的に増設しているものの来客数がそれに見合ったものになっていないことが分かる。現地調査に行き、このような多くの長所が

有効活用されていないことに問題意識を持った我々は、行政機関や「水辺のオープンカフェ」の経営者、地域住民と協力してプロ

ジェクトを起こしていこうと考えた。行政機関との合同研究会や「水辺のオープンカフェ」の経営者とのインタビューにより、我々は学

生と住民を重要な人物と置き、調査を進め、学生の認知度の向上が「水辺のオープンカフェ」の活性化、さらには町の活性化につ
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ながるのではないかと考えた。そこで我々が挙げた仮説は『学生の認知度が向上すれば、「水辺のオープンカフェ」の活性化につな

がる』と設定した。この仮説を我々が行ったアンケート調査結果をもとに考案したパンフレットのコンテンツを元に検証していく。 

３．研究テーマの課題 

「水辺のオープンカフェ」について研究していく中で、我々は「水辺のオープンカフェ」には 2 つの課題があることが分かった。 

まず、経営者とのインタビューを通して、1 つ目の課題は「水辺のオープンカフェ」を利用する学生が少ないことだと考えた。そこで

我々は立地条件、価格、認知度の 3 つの要因が「水辺のオープンカフェ」を利用する学生が少ないことに関係しているのではない

かという仮説①を立てた。それぞれについて、我々が本学の学生を対象にしたアンケートをもとに検証した。始めにアンケート結果を

もとに立地条件について検証した。新しい店を選ぶ時、店の立地条件を優先項目と挙げる学生は全体の約 2％であることが分

かった。これより、立地条件は関係性が低いということが明らかになった。次に価格についてアンケートをもとに検証した。学生の昼

夜別予算と「水辺のオープンカフェ」各 5 店舗の昼夜別予算を比較したところ、昼においては学生の予算と店側の予算は合致し

ていることが分かった。しかし、夜の予算については一部合致していなかった。よって、価格は関係性がやや低いことが明らかになっ

た。最後に「水辺のオープンカフェ」の認知度についても検証した。南区・中区在住の学生と住民に「水辺のオープンカフェ」の認知

について調査したところ、学生の認知度は住民の 7 分の 1 程度であった(グ

ラフ 2 参照)。これより、認知度は「水辺のオープンカフェ」を利用する学生が

少ないことに関係しているということが明らかになった。 

次に店側へのインタビューや、学生と地域住民へのアンケートより、2 つ目

の課題は SNS が有効活用できていないということだと考えた。インタビュー結

果から「水辺のオープンカフェ」の 5 店舗はそれぞれ SNS を中心とした情報

発信を行っていることが分かった。また、学生へのアンケートより、学生は新し

く店を探す際は SNS を最も利用することが分かった。しかし、1 つ目の課題

で述べたように、学生の「水辺のオープンカフェ」への認知はとても低い状況である。このことから、「水辺のオープンカフェ」側が SNS

を利用しても学生へ情報が行き届いていない、つまり、店が情報発信する SNS を有効活用できていないという課題が浮き彫りに

なった。 

したがって、学生の認知が低いこと、そして SNS が有効活用できていないことより、SNS ではなく別のルートで学生へのアプロー

チが必要であると考えた。 

４．課題解決策（新たなビジネスモデル・理論など） 

  上記で述べた課題を解決するために我々は、将来のマルチメディア（SNS）用のコンテンツ開発のために、まずパンフレット用

のコンテンツを作成することに決めた。なぜなら今後のメディアのコンテンツ作成の基盤になる可能性を持ち、我々学生でも容易に

パンフレットが作成できるからである。さらに今後、学生向けにパンフレットを配布することで、学生からフィードバックを得て、「水辺

のカフェで過ごす 1 年間」というコンテンツの改良につなげる。これからアンケート結果より得られたパンフレットの内容について簡単に

紹介する。まず、調査結果のオッズ比により、女子学生は男子学生に比べて約 2 倍カフェに行く見込みがあることが明らかになっ

た。そのため、普段あまりカフェを利用しない男子学生にも利用してもらうには、女子学生と一緒に訪れてもらうことが学生を呼び

込むことにおいて効果的であると考えた。このことから、学生の中でも「カップル」をターゲットにした内容にする。その内容は、①初デ

ート②告白③映えデート④誕生日⑤喧嘩のあとに⑥記念日という 1 年

間のイベントに合わせて「水辺のオープンカフェ」の店を紹介するというもの

だ。アンケート結果より,学生は新しい店に行く際、店の雰囲気とメニューを

重視する学生が多かったため(グラフ 3 参照)、そのふたつを強調したパンフ

レットを作成する。例えば②の告白で紹介しているカフェは、川辺に席があ

り、とても良い雰囲気の店であることをアピールする。また、③の映えデート

では珍しいタイ料理の店を紹介している。「インスタ映えができる」という期

待を持たせるよう、色鮮やかなタイ料理の写真やきれいな風景をアピールする。 

  このパンフレット作成の目的のひとつとして、学生による SNS での情報発信が挙げられる。パンフレットの内容③の映えデートで
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は学生が料理の写真等を Instagram などで発信してくれることを期待する。学生による SNS での発信が増えることで SNS を

通して「水辺のオープンカフェ」の情報が得られる学生が増えるのではないだろうか。学生向けのパンフレットで「水辺のオープンカフェ」

の認知を上げることができ、これまで以上に学生の利用率は上がるだろう。「水辺のオープンカフェ」をパンフレットで知り、デートで訪

れた学生カップルが SNS で情報を発信し、後にその情報から、つまり SNS から「水辺のオープンカフェ」を知る人が増えることに期

待する。パンフレットにより知って、店に来て、SNS で発信するという流れが生まれたら、課題で挙げた学生の認知度の低さや

SNS が有効活用できていないという点が解決されると考える。 

５．研究・活動内容（アンケート調査、商品開発など） 

我々は行政機関から「学生らしい視点で、京橋川周辺地域を活性化してほしい」

という依頼を受けた。(2018.6.1)まず、指定地域周辺の情報をインターネットや

歴史に詳しい教授の話から収集した(2018.6.2~6.23)。情報をもとに現地を

訪れ、今ある資源で活用できるものはないか調査した(2018.7.14)。そして、

「水辺のオープンカフェ」に着目することを決定した。その後、「水辺のオープンカフェ」

やその周辺地域の現状などを理解するために広島市南区役所地域起こし推進

課、広島市役所経済観光局観光政策部をそれぞれ訪問した(2018.08.03,2018.09.27)。広島市南区役所では「水辺の

オープンカフェ」への考えや思い、そして周辺地域の様子などの話を聞くことができた。そして、広島市役所では「水辺のオープンカフ

ェ」の実際の管理方法や仕組み、市が考える「水辺のオープンカフェ」への課題についての話を聞くことができた。後日、広島市役

所の取り次ぎのもと 、実際に「水辺のオープンカフェ」5 店舗にインタビューを行うことができた (写真 1 参照：

2018.10.05~10.12)。インタビュー内容はどの店舗も同一にし、開店のきっかけ、店のターゲット、主な来店客、SNS の活用

の有無、悩みごとなどである。インタビュー結果を分析する中で、店舗が抱える悩み事に「客に学生が少ない」という共通点を発見

した。そこで、我々はこの悩みに対し、学生視点で考えられる立地条件、価格、認知度の３つの要因が関係しているのではない

かという【仮説①】を立てた。【仮説①】を検証するため、行政機関や社会調査論を担当する教授のご指導の下アンケートを作成

した(2018.10.13~10.21)。その後、本学学生 210 名と地域住民 29 名

に ア ン ケ ー ト 調 査 を 実 施 し ( 写 真 2 参 照 ： 2018.10.22~10.25, 

2018.10.22~10.29)、項目別にピボットテーブルを作成後、分析した

(2018.10.26~10.31)。アンケート結果より、立地条件は関係ないこと、価

格はやや関係があること、学生の「水辺のオープンカフェ」に対する認知度が最も

関係していることが分かった。つまり、3 つの要因ではなく、主に認知度が要因で

あることから、【仮説①】は立証されなかった。そこで我々は新たに、学生の認知

度が向上すれば「水辺のオープンカフェ」が活性化するのではないかという【仮説

②】を立てた。【仮説②】を検証するため、アンケート結果から学生の SNS による情報活用が得意という特徴を明らかにした。そし

て、我々は認知度を上げるためには SNS を活用すべきだと考えた。しかし、店舗のインタビュー結果より、既に店舗側は SNS を

活用し、情報発信をしていることが分かった。つまり、現段階では「水辺のオープンカフェ」において SNS は有効に活用されていない

と言える。認知度を上げるために今後のメディアのコンテンツ作成の基盤となるようなコンテンツの提案をすべきだと考えた。学生対

象パンフレットであることからコンセプトを重要視するため、まず、アンケート結果からオッズ比を用いてターゲットを「カップル」に設定し

た。次に、デート時を仮定したアンケート結果からコンテンツを決定した。最後に、これらの結果を踏まえてパンフレットのイメージを

明らかにすべく、現地調査をした(2018.11.2)。これらの結果からコンセプトを決定し、コンセプトをもとにコンテンツを明らかにした。

今後は、パンフレットを配布後、学生来客数を集計し【仮説②】を検証する。 

６．結果や今後の取り組み 

【結論】町の活性化の手段の一つとして、「水辺のオープンカフェ」の活用を提案した。その具体案として私たちは「知る」、「行く」、

「広める」のサイクルを用いることを考えた。パンフレットによる広告手段で「知る」ことを促し、コンテンツ提案で「行く」という行動を誘

発させ、訪れた学生が SNS で「広める」ことで、新たな顧客を呼び込むサイクルを提案した。 

【今後の取り組み】我々の提案の実現として、提案したコンテンツを行政機関と共同でパンフレットに起こし、学生を対象に配布す
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る。「水辺のオープンカフェ」は店舗ごとに SNS に関連したサービスの実施・提案を行う。これらの活動を繰り返すことで、「知る」手

段としてパンフレットに SNS が加わるのか、その影響を受け「水辺のオープンカフェ」における学生の来客数が増加するのかを検証

する。また、その結果と「水辺のオープンカフェ」の活性化に関連性があるのか調べていく。 
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